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基本構想策定に

ついての特集号

足 立区 の
望

ま しい
将 来 は

基 本構想策定の準備をすすめていま す

足立区では、望ましい将来の姿はどうあるべきか、そのためにはどのようなこ

とをしなければならないかなど、区の憲法ともいわれる基本構想策定の準備を進
めており、昨年7 月に学識者、区議会議員、区内民間団体の代表者などからなる
基本構想審議会を設置し、その意見を求めています。
また、約5 千名の区民の方を対象とした世論調査を実施し、区民の生活環境の

問題点等についておたずねしました。そして、皆さんの声を反映させるため「区
民の声をきく会」も開催します。( 日時・場所は4 面)
今回は、区民アンケートとして、基本構想審議会で検討中の内容の一部を掲載

し、皆さんの意見をうかがうことにしました。
これらの意見を取り入れて、毒議会では5 月に区長に答申する予定です。
区では、この審議会の答申を基本として、足立区基本構想案を作成して、11月

の区議会に提案することを考えていますO
ここに掲載された内容をご覧のうえ、いっしょに折込まれているはがきによる

「区民アンケート」に、皆さんのご協力をお願いします。

基 本 構 想 は

なぜ必要か

地方自治法の総則編に「市町村は、その事
務を処理するに当たっては。議会の議決を経
てその地域における総合的かつ計画的な行政

の運営を圀るための基本構想を定め、これに
即して行なうようにしなけれぼ なら な い」

と、定められています。
この定めが特別区にも適用されることにな

り、法的に基本構想の策定、議決が義務づけ
られました。
足立区には。昭和47年に策定しだ 調和の

とれた住みよい足立" をめざす「足立区
鳬期

基本計画亅 があります。
この計画は議決こそしていませんが、35名

の委員からなる、足立区長期計画蜜議会の意
見を聞き策定したもので、この長期計画をも
とにして足立区のまちづくりを推し進めてき

ました。
しかし、この間区長の公選制や保健所業務

をはじめとする大幅な事務事業の都からの移
管などを含めた特別区制度の改革があり、さ

らに、景気の後退と低成長鰹済時代の到来な
ど、足立区をとりまく環境は大きく変化して
います。
このために長期計画と現状とのひらきは大

きくなり、全面的に長期計画の見直しが必要
となりました。

このような理由から、区では新たに基本構
想を策定することとして、現在その作業を進

めているわけです。

基本構想とは
な に か

基本構想は、区が仕事を進めるに当たって
総合的、計画的に行なうことを目的として策
定するものです。
足立区のまちづくりのため、( 1) 　何のため
に( 将来像) ( 2) 　何を( 課題) 　( 3) 　どの
ように( 施策の大綱) 　( 4) 　いつまでに( 目
標年次) 達成すべきかを明らかにし、これら
の要素を互いに関連づけ、体系的に組みあげ

たものとなります。
また、望ましいまちづくりのためには、区

民の皆さんのご協力が是非必要です。
基本構想には、区が何をすべきかと合わせ
て、区民の皆さんに何をしていただくかをも
明らかにして、区と区民が協力して望ましい
足立区実現に努めるもとになります。

基本構想の
しく み

基本構想の策定に当たって、区は昨年7 月
に足立区基本構想審議会を設置し、区議会議
員、区内団体等の代表者、学識者を中心に区

職員を加え、35名に委員をお願いしました。
審議会は、区長からの諮問により基本構想
に対する意見を述べるためのもので、専門的

に審議できるよう専門部会制をとり、会議を
進めています。
区では、この蜜議会に区民の皆さんのご意
見、ご要望をできるだけ生かすために、昨年9
月に「世論調査」を実施しました。
また、今回お願いしているF 区民アンケー

ト」と、 厂区民の声をきく会」( 日時・場所

は4 面) を行ないます。
この審議会の結果( 答申) にもとづき、区

は基本構想の原案を策定し、これを区議会に
はかり、決定していく予定です。

基本構想策定のしくみ

基本構 想の
実現につい て

このように策定された基本構想を実現して
いくために、これを具体化し、財政的な見地
からも検討を加えた、5～10年の期間の「基
本計画」を策定します。
さらに、この計画を個々の事業実施に桔び
つけるため、3 か年程度の計画期間の「実施

計画」を策定します。
この実施計画は、毎年度実施状況などをみ

ながら修正を加え、予算編成に結びつけてい
きます。

お わ り に

基本柵想の策定については、今後と も「区

のお知らせ」を通じて、区民の皆さんにはお

知らせする予定です ので、その都度お気づき

の点や、ご意見、ご要望をお寄せいただ くな

ど、ご協力をお 願いし ます。

審 議 会 の 構 成
( 昭和53年2月28日現在)

審議会( 会長 安達正興、会長代理 岡安
孝明) は、審議を効果的にすすめるために専
門部会制をとっています。( 敬称略)
都市計画・産業都会
◎ 小鳥重次( 筑波大教授) 　〇白村益治郎
( 区議会議員) 　 ○ 服部鮭二郎( 立正大教
授) 　 安達正興( 区議会議員) 　 中川外行(
区議会議員) 　 藤波正寿( 区議会議員) 　
渡辺康信( 区議会議員) 　 大室武- ( 足立
区商店街振興組合連合会理事長) 　佐野寛(
足立区土地区画塵理連合協議会会長) 　
高橋正実(足立区総合再開発協議会副会長) 　

鶴飼三郎( 足立区農業協同組合組合長) 　
畠山一美( 足立区工業連合会会長)
生活環境都会
◎ 小林陽太郎( 東京工業大教授) 　〇榊原
茂( 区議会誰員) 　平沢太郎( 区議会議員) 　

青木房吉( 足立区町会連合会会長) 　 樽沢
正( 千住交通安全協会会長) 　唇内忠司(東

京電力千住支社長) 　 羽住きみ子( 足立区
連合婦人協議会会長) 　 毛利昭郎( 東京瓦
斯葛飾営業所長)
福祉・文教都会
◎ 小山路男( 上智大教授) 　〇伊原光一( 区
議会議員) 　 岡安孝明( 区議会議員) 　 杉
山秀雄( 区議会議員) 　 高橋和秋( 足立区
医師会会長) 　 永田平吉( 足立区中学校PTA

連合会会長) 　羽住清久( 足立区民生児
童委員協議会代表総務)
行財政都会
◎ 加藤芳太郎( 前都立大教授) 　〇清水大
蔵( 区議会議員) 　浅田良作( 区議会議員) 　
小久保雅捷( 区議会議員) 　飯沼文子( 足
立区消費者友の会会長) 　倉持友八( 足立区
労働組合協議会議長) 　寺嶋良平( 足立区

助役) ※ 　◎ 印は部会長　○ 印は副部会長

基本構想審議会の動き

52. 7. 25　審議会委員を委嘱
8. 2　第一回審議会で区長諮問
9. 9　専門部会を設置
10. 19　福祉文教部会で施設を視察

現状と問題点を検討
10. 20　都市計画産業部会で土地利

用、交通、産業等について

検討
10. 21　生活環境部会で公害、防災

住宅等の問題点を審議
10. 22　特別区制度、住民参加等に

ついて行財政部会を開く
11. 14　人口問題目標年次等につい

て専門部会長連絡会を開く

11. 15　都区事務移管、人事制度、
庁舎建設等r ついて審嵩

11. 16　児童・老人等福祉、保健医
療、生活保護などの問題点

を審議

11. 19　土地利用、市街地開発・再
開発について毒議

11. 22　清掃、上下水道、公害、防

災につい て審 議

12. 16　防犯、消防、交通安全、自

然環境につい て審 議

12. 19　自治権拡充、行政の近代化、

広 域行政 について審 議

12. 20　幼児教育、小中学校、文化

財等について審議

12. 22　道路、公園、交通、産業等

について審議

53. 1. 24　区の将来像、基本課題など

中間まとめを審議

2. 20　福祉文教部会を開く

2. 23　行財政部会を開く

2. 24　都市計画産業部会を開く

3. 3　生活環境部会を開く
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これからのまちづくりを
あなたはどう考えま すか

こn から の足立区のまちづくり はどう す

ればいいが。基本構 想の大きなテーマとし

て、明るく 住みよい「足立区の将 来像」を

えがいてみました。将来像は6 本 の柱に 分

かれ、この将来像を実現するため の具体的

な 施策をあ|プ、区民の皆さんと共1こ・ え て

みたいと思います。あなたのご意見、ご 要

望をおきかせく ださい。

首都の生活をささえる
自立する まち

足立区は首都東京の申で、古くは農業、とくに鮮度を好む野菜・花などの一大供綸地

でした。また、養豚なども盛んr 行なわれていました。
工業面では、水運を利用した製餓・木工などが発遭しましたl 屬在も合板工場、合坂

を原材料とした家具製造や皮革工場などr 特色がみられ、都市の経済活癲や驥住近接K

よ。て成りた。ている中小零細企業や曠業上都市内を離れて生活できない屬を区内K 大
量皿=かかえています。また、比較的収入の少ない艢や世書形成期の若年膕のぺ。1 タウ

ンとしてのi も色浪くもっています。公団・公社・都営住宅の総数眈、4 万4 千戸をか
ぞえ、その中の3 万戸轜都倉住宅です。

都曾住宅が郡民の住宅難解誚K多大の寄与をしてきたことはいなめない事実ですが、
その多くが低所得者や生活保謨の対象者であることも事央で、一邨で眩住宅そのものが

福祉施吸化しているものもみられます。こうした一面の椁か、卸売市場・流通乗務団地
・地下餓車庫・汚水処理S ・謫櫛工場・紬水場・変電所など首都の生活そのものを支え

る施設も多くあります。
しかし、こうした羮覩鑞が区の財政力を弱め、墻甘耋境を感化させ、定住化へのプレ

一々" 技みりづけたくない足立区・ となっているのです。これらの遠因まこ区の自治権の

極端な制約K よ。て、自治の機能が有効K 働き得なかったこと轌、否定できないところ

でありましょう。
首穏東京の中で足立区が梟たしてきた個性的な役創ほ、良かれ悪かれ今後も果たして

いかなけれぱなりませんが、その面でのダノ5} 轜メ511 こ転換させていかなけれ
ぽ真揀=住艮の生活を守り、豊かで安全な生活躙墳を迫りだしていくことは不可能です。

また、足立区が真に自立していくには、制度的にも財政的K も、また住民の各般の生
活行動に誣いても自立できるものK しなべて眈ならないのです。
そのために、区民と行政のエネルギーを桔集して、つぎの施策を強力紅推進します。

区 の 自治 権 の 拡 充

○ 都区機能の明確化と基礎的自治体優先の事

務配分
○ 周辺区格差是正のための都区財政制度改普
○ 国・都との税源の再配分

○ 超遇負担の解消等国・都の補助制度改善
○ 地方債制度の改善と活用

○ 地方文付税制度の改善
○ 新財源の確保

○ 受益者負担の遺正化

○ 自主的人事運営制度の確立

区 民 自治 の 原 則

○ 区民参加の後会と情報の提供
〇区民相互及び区民と峨目の文流の促進

〇区民組織の育成と援助
○ 地域社会( コミ・ニチ イ) 形成の推進

○ 区民自治意餓の高揚
○ 区民憲章の制定

○ 広報広聴活動の充実
○ 区民参加に対応する行政組織の整備と体質

の改善

広域行政の展開

〇隣接自治体との遭絡、提携体制の整備

○ 諌麺、事業に対応した関係自治体、公的機
闘等との協調体制の整備

〇「友好都市」、「姉妹都市丿等都市捷携の
推進

○ 民間の知識や賢本の活用

魅 力あ る 中心 市 街地 の

形 成 と地 元 商 業の 育 成

〇駅前再開発等による商店街の整備

〇地域商店街の魅力づくりと環境整備
〇商店( 佃店) の協業化・組織化と流通機構

の改善

○ 指導、融賢制度の充実と従業員の定着対策
○ 区内消費の推進

○ 体質改善等のための情報提供( 商東セソタ
一の鮗設)

地 場 産業 の 育成 と

都 市 型工 業 への 転 換

○ 工場の集団化、組織化( 高度化)

○ 地略産業の育成と企業体質の改善

○ 工業の地域的範化の促進
○ 都市凧境と調和できる企業の育成と誘歌

○ 指導、相鮫、融賢制度の充実と従業貝の定

奮対策
○ 工業製品の開発援助と産業振興のための中
心施設の建設

○ 企葉責任による産業廃棄物の完全処理と公
害の防除

農 業 振興 と 農地 の 環 境

保 全機 能 と して の活 用

〇都市農業確立のための経営相談、技術指導

○ 農業施股、土濂改良等への畷助

○ 交換分合等による農地の確保、保全
〇区民農園、苗木の栽培委託等による休耕地

の活用
○ 後継者養成と圃芸セソターの股皿

〇区登録農地制度の導入等農地保存施策推進

緑 と水の豊か な
うるおいの あるまち

昭和30年代後半からの急激な都市化の波と高度経済成艮による環境破壊は、足立区の

風景を、まったく変えてしまいました。釣やボー} 遊びでにぎわった荒川、桜の名所で
あった中川堤も今日その面彫をとどめず、四ツ手爾や小ぷな釣など、身近な遷びを提供

してくれた多くの農業用水路も市街化の中で生活排水のためのものとなってしまったの
です。現在、足立区の自然環境は瀕死の状態にあります。そこで残された自然環境はよ

り良い方向に保全し、失われた縁と水面の回復に、区と区民が一体となってとりくまな
ければなりません。モのために、つぎの麓策を積極的にすすめ、豊かな人間生活に不可

欠な構成要素である緑と水の豊かな環境をつくっていきます。

失なわれた水面の回復と

魅力ある公園の整備

○ 河川・水路の保存と総合的利用計画の樹立

○ 水辺公園、釣堀公園、野鳥誘致園の整備

○ 雑木林公澗、森林公園、ふるさと公澗の整
備

○ ピクユノク広婦、ナイクリy グ広場、小助

物公園の整備

○ 舎人公躙の早期実現と目・都立の公園、緑
地の誘欷I

荒川 河川 敷の

総 合 的 利用

〇荒j l l 河I I I 敖の総合的利用

〇花火大会の復活
〇草花、芝、かん木の栢畿・

○ 水質の浄化と水辺の利用

毛長川・綾瀬川・垳川・花畑川等の

環境 保全 と レ クリ エー シ ョ ン

地 と して の利 用

〇都、凧境岡錮の合理的解決の促進

○ 繝擴自治体との環堵保全協定の締結( 皿合
的和用躙整)

○ 堤の建備、休憩旆設等の段置

〇j l l 面の見える堤肪讀岸づくりと堤の緑化
○ 区民j、イキy グコース等の指定と整備

街に四季の花と緑の確保

―体系的な緑地空間の形成―

○ 一坪草花公圃、フクワーポ。卜の段亶と花

い。ぱい運動の奨励
〇庭凭、ベラyダ等の家庭緑化の推進

〇花卉品評会、植木市等の開催と緑化思忽の
耆及唇蒙

○ 緑の生産樊・と区立苗識(ダり一ソパソク)

の及l
〇空地、未利用翊、休耕地の区民農園等への

利用
○ 並木遭、緑蔭遍路の建設と衝路桝、植込の

整備
○ 公園、史嚇・文化財巡l・i l細道の雙姻

○ 樹木・樹林の保護と保有地区の劃定

○ 埴域母化モデル晒区の指定

未利用地の利用や防火・
防災空間としての

墓地公園構想

○ 薯胃の造成
〇墓嘱地と五接した区民斉場の鑓孟

供 給 者か ら 消費 者・ 子 どもか ら おと しよ り

こうした多層な区民が連帯できる
心のふれあいの豊かなまち

区内K 居住する人々の觴は、農業従事者;・・らサービス梟、公aE いたるまで実に多様

で、区内工業も軽工業から重化学工業、欽i l 業から糒曲機拭工案まで8 千5 百余の工場l =
、8 万人のひとが働いています。卸売業、小売案、飲食店の従業目も多くj 万5 千人11

のぽっています。
また、昭和30年代破半からの人口増加が。公曾住宅を中心l =世帝形成期の比較的老い

世代を吸収した桔果、人口構成も30虞代が|番多く11万人を超え、2番目が0虞～9歳
の10万8 千人と、いわゆるヒ。ウタン戛です。共働きの世帯も多く、保育園・学童保育

室・児童鯨、義務教狗鮪設などの急激な寅?讐を生んできました。一方、老齢人口は60歳
以上では5 万4 二f人で、全体のB. 8S ですi・i、50歳代を加えると10万5 千人で仝体の17s

吹二のぼっています。

都市における生産者・供給者扛、同碕に:自費者でもあります。供給者と消費者の信頼
が脈たれ、生話しやすく、社会的に爾い立。9にある老人や心身障害者への援護や保障を

はかり、次代を担うI 供や、偉人の活動が、蒹障されるふれあいの鴦かな地域社会をつく
。でいく1、要があります。
そのために、つぎの楯策を強力K すすめa 、きます。

定 住 化 をは か る

住 宅対 策

〇再闘発を兼ねた住宅供給と混在地区の整備
○ 住環境モデル事業等による過密住宅地区の

解消
〇老朽公営仕宅の鏤替促遷と貿の向上

○ 集合住宅のタウン・・クス型( 低震接地型)

への転換
〇一人一室の確保と老人ぺ7僅宅の推進
〇1韭宅相談、融資制度の充実と不燃住宅の奨

励

〇ミニ圃癸、I l l , Q朋l t 宅への規制・指導の強
化

〇区営住宅建設を合めた区の総合的な|主宅爿

策の確立

地 域 社会 の 連帯 と

コ ミュ ニ ティ 形成

〇仕区設定とモダXI 地区指定
〇住区為設づくりI Cおける住民参加の推進

〇コミ ニタイ広場の命保

〇コミ ニティ活動の促暹をはかるための学
校施設の開放と整備

〇基礎注区〔基礎集落圈〕における集会蒟設
の確保

〇地域の自治・自主活動への媛助

〇コミX 夕4 活動呱対応する組織の堕備

生 活 物資 ・ エ ネ ルギ ー の

安定 供 給 と 消費 者 の保 護

○ 消震者相談、消費者教育の充実と情報の提
供

○ 消費者グループ等の硝責者組織の恂成
〇商品の監観、検査機能の充実

○ 升量の適正化と価枯表示の徹暖

〇生鮮食料品の安定供給事業の拡大
○ 自区内生産者との直峡賑売 胄聖市の閨魯

○ 共目仕入、一括賑売の促進や小口配送シヌ
テムの改善

○ 電気・ガス・生活用木の安定供給

児童福祉と

青少 年 の 健全 育 成

〇保育圃の整備
○ 保育圃公私格差の解消

〇保胄内容の充実

○ 障害児、0 歳児保育の充実と二重保育解消
〇事業所内保育の奨目

○ 保育室に刔する運営補璢
〇家庭福祉員制度( 保育ママ) の書及

○ 乳・幼児検診の充実と児童・胄少年の相訣
機能の壁備

○ 児童委目剛度の検討

〇家底教育の奨励
○ 養育家庭制度、里親制度の充実

○ 学童保育事業の充実
〇児童館、児童遊圜零遷び環墳の整備

○ 不良環崎の瞬除と業者等への自主規制の呼

びかけ
○ 青少年健全育成のための市民遭擶の艮開
○ 青少年爿策埔区組棣等の豊循

○ 青少年相導者等の養成

〇爾少年団体の育成と活動援助
〇青少年施設の整備

婦人の活動の保障

○ 母性の尊重と卿人の健康管理の充実

〇働く環境の改書
○ 生活の安定確保

○ 法制上の揶人の地位の向上
○ 教育訓練の充実

○ 社会参j への推進と環境づくり
○ 婦人セソター( 会銅) の建設

〇如人行動計画の策定

心 身 障害 者 の 生活 の

保 障 と 社会 参 加

〇生活の安定礎保

○ 就労奨励と働く環幼の改善
〇社会活動のための都市旆設等の整循と社会

参加の促進
〇相訣・指導等の充実

〇教yl ・訓練施設の笹輛充実

○ 予防・早期発見・治療・介護の充央

高齢化社会への

対応と老人福祉

〇保険・年金制度の充実

〇福祉的援助の充実

○ 健康診査、医療の充実
〇就労機会の確保と働く環境の整備

○ 相談機能の充実
〇社会参加の促進

〇家庭や地域社会における老人の役割の理解
と認識

〇老人居室の確保と住まいの環境整備

〇ひとりぐらし老人に対する地峨福祉の充実
〇ねたきり老人に対する施策の充実

〇老人福祉施設の整備
○ 老人クラブの育成等地域福祉の充実

低所 得 者対 策 と保 険 ・ 年 金

○ 保険・年金制度の充実
○ 生活保護基単の改善

○ 福祉事務所を中心とした相談・援護の充実
○ 就労の促進と職業訓練の充実

○ 生計への援助
〇公営住宅の質の向上

就労対策と勤労者福祉

○ 小零細企業の経営安定化促進
○ 従業員の福利厚生への援助

○ 労働災害の防止と環境整備
○ 雇用機会の拡大

○ 職業訓練と相鮫機能の充実

○ 労働団体の健全な育成
○ 動労者福祉施設の整備

○ 中小企東対策諸制度等の普及啓蒙

健康と安 全が保障された
安 心して 住める ま ち

地方自治法劾二条轜、自冶体の事務の扛じめr 「僅民及ぴ溽在者の安全、健康及び福
祉を保持すること」をあげています。

現在の区内の環境轜、区民の安全や健康、福祉を保持するKa 、心もとない状況にあ
るといわざるを得ません。急激かつ無秩序な開発は、公害や文通災害をひきおこし、毎
日の生活の申で大災や浸水、霞災や犯罪の不安をいだ1、ている区民社多くいます。また、

保健葹設や医療施設の不足は、幼児や銅弱者・老人をもつもの皿=とって、いい知れぬ不
安があり、早急な整備が待たれています。さらに大震災r 刔する抜本的な対策轌区民l =

とって、もっとも大きな緊急の癲いです。

このような諸々の不安を解消し、子供や老人や心身K 障害のある人などが安心して生
活をおくれる、公害のない地域取場を造り出していかなけ ればなりません。

そのため扠1眩、つぎの施策を強力裨=推進します。

健康の保持と

保健・医療施設の整備

〇保健所・保健相談所苟の保健夛一ピス施設
の整備

○ 地域r j 6 ける医療施設の整備
○ 休日・夜間診康倖劍の確保

〇敘麁・災害医陳体制の豊備
○ 国・公立病院等の誘致

○ 保健・衛生思想の普及と住民検診の充実

〇保健・医療相鮫の充実と情報の提供
〇伝襲病予防、環境保健等l =おける検査、指

導体倒の整循

〇医療保険例度の充実と公費負担の枕充
〇医師・看讀摶等医康技褊者の確保

○ 医療情報センターの建設
〇保健保養施設の整爾

区 民 の生 活 を守 る

公 害 対策

〇詞査、測定、監観体制の整備

〇公害発生源祀対する規制・・導の強化
〇公害防除設備の設置促進と蝦助

〇工場等の立地相導と公害防止協定の締結

〇区民の公害自主規制の勧奨
〇公害験診、医療貫公費負担等被害者対策の

充実
〇公害相談の充実と情報の提供

○ 水質汚濁や大気汚染苟における謁接自治体

との協調
○ 環場彫智事前評価( 康境アセヌyy1) の

剛度化

高 速 道 路の 環 境 対策

○ 環境彫讎事前評価の実施
○ 緩簡緑地帯の設・

○ 防音壁の設置と景鰮の保全

○ 新交廼システム等への利用検討

歩 行者 の安 全 対 策と

交 通 安全 思 想の 普 及

〇素生話圈忙おける歩行者空間の確保

〇細街路、私道、通学略の遊歩道化と道路上
郤空間の歩道化

○ 歩道橋の整備と構造改善
〇ガードレーJ レ、信号機等の文通安全設備の

壁備

○ 文通規制の徹底と文遍指尋の強化

○ 自動車乗り入れ自主規制遷動の艮開
○ 文通安全恩麭の普及と文通安全運動の瞑鬨

○ 文通事故相談、敘済制度の充実

○ 救急・教助倖制の整備

まちの美化、資源愛護と

下水道事業の促進

〇ゴミ取集梦- ピスの向上と収集業務の区へ

の移管
〇ゴミヌターgソ( 容器・場) の確保と整備

〇産業廃棄物処理の鴛制と指導
〇ゴミ滅・運動と再利用一資源愛護運動の

推滋
〇地域美化運動の推進

〇不燃ゴミ等の生産者回取載務の制度化

○ 景観の保持と広告物等の規制強化
〇下水道の早期実現

〇T水道普及の徹底と設I助成

防犯 と 風 紀の

保 たれ る ま ち

〇防犯施設の豐備

〇地域防犯活動の推進
○ 防犯思愬の書及と地蟻連帯意識の高揚

〇不良環境の監観、取締りの徹底
〇風紀を保つための地域運動の展開

地 域の 実 状 にあ っ た

防 災 対 策

〇高潮護岸と排水施設の整備

〇浸水対策としての下水道整備

〇遭難広場の確保
○ 避難路、一片遭難場所の整備

〇憂築物の不備化と防火帯の整備
○ 防災篦設の曵備

〇防災教育の徹窿と地域防災組織4) 狗威

〇災害畤体制の確立と周知番底
○ 消防力の増強と裁急体制の確保

○ 地域企業者、隣接自治体等との防災協定の
覇結

○ プロパンガス対策と都市ガヌ化促邏

○ 被害と対I策の調査研究
○ 災害畔11おける職員価保対策

○ 小災害対策の充実
「これからのまちづくりをあなたはどう考え

ますか」は、次ページヘ続きます。
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交通
施設
のと
との
った
便利
なま
ち

のぴやかな田園風景の広がうていた区の北部や西部地区も都市化の波に洗われ
、現在

は集合住宅の建ちならぶ大ペプドタウソと化し、人口62万の大きな都分となっています。
しかし
、交通機関は貧弱で区の南北を東武伊勢崎線(営団日比谷線乗入)が通。てい

るほかは、北千住から東に葛飾区境を国鉄常磐線(営団千代田線乗入)がかすめ、北千
住地区内を隅田川に沿って京成電鉄が横切るという片寄った姿で、駅勢圏外の交通貧困
地区を多くかかえています。
また
、こうした状態を本来補完すべきパス路線網も、道路の未整備、混雑。渋滞1乙よ

って効果的IC機能できず、区民の多くは時間どうりに運行されないパスを辛抱強く待つ
か、自転車などにたよるというた状況です。
区の東西を結ぶ交通機関もきわめて貧困で

、環状7号線に1時間に3本程度のバスが
運行されている喙かはみるべきものもなく、区内の交流l C大きな陣害となっています。
こうした状態を打破し

、利便性の確保をはかるためには、新線の導入を含めたつぎの
施策の実現のために。区と区民が総力を結集していく必要があります。

鉄道網の整備とサービスの向上
○区西部地域への鉄道誘致(地下鉄7号線分岐線の計画化・東武大師線の延伸化等)
○地下鉄9号線(千代田線)車庫線の延仲
○地下鉄8号線の早期完成○東武伊勢崎線・地下鉄日比谷線・千代田線の簡送力増強
〇東武線下り特急電車の北千住停車促進
〇常磐線中

、長距離電車の北千住停車促進
○区内主要駅の駅前広場の整備
○駅の設備改善と障害者対策○北千佳駅の混輒緩和対策と地下道有効利用
○鉄道高架の開放と有効利用○総合的な交通対策のための体制整備

バス路線網の整備と
運行サービスの向上

○パス略線網整備のための街路事業の促進
○ パス専用レ-ソの設置○バスターミナル、パスベ彳等関連する施設
の整備

○運行回数
、サービスエリアの拡大

○パス系統
、バス停等の案内施設の整備

○陣害者等に対する交通機関の確保○ミニパス・デマソドパスの導入検討
新 交 通 シス テ ム の 導 入

○ 公共交通機関の連合化によるゾ ーン連 賃
制、共通パスの採用検討
○ 地域の状況に適合する中量輸送機関( モル
・ ル・PRT ・CVS ・デュアルモード
バス等) の導入研究

○ マイカ一規制と相乗り制( バンプ一リング
等) などの研究

道路網と道路関連施設の整備
○居住環境地区(通過交通排除地区)の設定と道路の段階構成
○計画街路の建設促進と環境彫響事前評価の
徹底
○主要都・区道(計画街路以外)の拡幅整備○国・都・区道及び区有通路、私道機能の明

確化と路線の再編
○日常生活脯における歩行者空間の確保
○細街路
、私道、通学路の遊歩道化

○歩行者専用道による遷齟路のネットワーク
化
○道路景観の整備と共同席化の促進

○日照・通風・防火帯等のi -プyスペースとしての遭路の見直しと緩衝地帯の壁備
○自転車専用道、自転車パークの整備と自転車パークの有料化の検討
○一定駅勢膓内での自転車利用規制○駐車場の設置、経営

住みよいまちづくりに
あなたもご参加ください

区民アンケートにご協力ください
区では、区民の皆さんが毎日の生活の中でかかえている問題、あるいは要望を適確
にとらえ、皆さんのご意見として、基本構
想に生かしていこうと、昨年9月に「世論
調査」を実施しました。
この世論調査は5, 000世帯の方々にご協力をお願いし、その結果のあらましについ
ては、すでにお知らせしたとおりです。
今回は、設問の的をしぽって、区内全世帯の方々に「区民アンケ一口のご協力を
お願いします。
調査は
、本紙と同時におくばりしてある、{

区民アンケー}はがき」1乙より実施しま
す。はがきの設問橢をお読みの上、回答欄1
て記入していただき、きりとり線から切り
離し、そのままポストに入れてください。
多くの皆さんのご協力を、お願いします。
「区民の声をきく会」

を開催します

区では
、基本構想の策定ICあたって。専

門的立場から審議を行なう一方、広く区民
の皆さんから、日ごろ考えた叭要望され
ていることについて、直接ご意見をぎかせ
ていただき、よりよい基本構想にしていき
たいと考えています。
そこで、次の日程で基本構想についての、「区民の声をきく会」を開きます。
ご都合のよい日。よい会場へ、皆さんおさモい合わせのうえ、ご参加ください。

また
、その他、基本構想についで、お気

付の点や、ご意見がありましたら、3月31
日までに区役所企画部基本構想担当へ。ご
連絡ください。
問い合わせ先　区役所企画部基本構想担当
区民の声をきく会日程表
―基本構想策定にあたって―

1. 区民の声をきく会(地域別)

2. 区民の声をきく会(部門別)

歴史や風
土を愛し
豊かな教
育が保障
され
文化の創
造できる
まち

足立区での人類の歴史は古く
、縄文時代すでにその足跡がしるされていて。毛長川沿

いとくに伊興地区糺は、多くの遺跡があります。足立の名はF続日本紀」にみられ、大
化の改新に命名されたものと思われます。時代を下るにしたがって、伝説・遺跡や文化
財・祭などが各地に残されています。
こうした歴史や風土によって培かわれてきた伝統芸能・習俗や文化財を、継承発展させる必要があります。一方、学習や創作活動の奨励、文化交流や芸術鑑賞の機会や発表・
活動の場の提供等、文化の香りの高いまちづくりをすすめます。また、明日の時代をに
なっていく子供や青年の教育環境・教育内容の充実をはかります。さらに自由時間の増
大に対応する体育、レクリエーション施設の整備などに力を入れていく必要があります。
そのためには、つぎの施策を強力にすすめます。
就学前教育の保障

○幼稚園の建設と適正配置の推進
○公・私立幼稚園の格差是正
○就園奨励援助の充実
○幼稚園・保育園のー元化の検討
○家庭教育の奨励と指導・相談の充実○就学蘚教育と保育年限の検討

義務教育環境の整備と
教育内容の充実

○小中学校の適正配置と学区域冉鯔瞻の促進
○小中掌校施設・環境の整備○教科・教材等教育設備等の充実
○教科外活動の推進
○就学援助の充実
○保健・給食の充実○校外教育の充実
○教師の処遇改善と研修・学習機会の充実
○学校施設の多目的利用の促進
○地城と学校の結びつきについての検討○都・区教育委員会権限の明確化

陣害児・病虚弱児などの

特殊教育の充実

○心身障害幼児の教育推進と早期発見のための検査・指導の充実
○特殊学級の増設

・整備と適正配置
○障害児全員入学のための学校施設の改善
○専門教育機関・施設の誘致
○教育内容の充実と治療・訓練体制の整備
○義務教育終了者の教育機会の確保○障害児の就業機会の拡大のための職業訓練の促進
○病虚弱児対策と養護学園の整備

高等学校の確保と
高等教育機関の誘致

○都立高等学校の誘致と適正配置の促進○大学・短大等の誘致
〇足立区の特性を考慮した新しい高等教育機関の誘致
○進学援助の充実

文化財・伝統芸能の
継承発展

○文化財保護思想の普及○文化財の調査と区文化財の指定
○文化財の保護、保全への援助
○伝統芸能の継承発展○郷土資料館(博物館)建設

文化施設の整備と
文化活動の振興・奨励

○文化施設(図書館・公会堂・音楽堂・美術館等)の整備
○市民文化活動の育成とリーダーの養成
○文化祭・区展・各種講座の鬩催○文化振興のための情報・資料の提供

余暇の増大に対応した
社会教育・体育の振興

○社会教育
・体育施設の整備

○余暇の増大に対応した学校施設の開放と整
備
○企業内施設の開放促進
○社会教育・体育活動の推進○学習機会と情報の提供
○余暇行政計面の確立と余暇情報の提供
○ 身近なレジャ一施設の確保〇保養施設の整備充実

郷土芸能・しし舞

S・S　217

, 000

昭 和53 年 3 月10 日区のお知らせ第 442 号( 4)
交通施設のととのった

便 利 なまち
のぴやかな田園風景の広がうていた区の北部や西部地区も都市化の波に洗われ、現在

は集合住宅の建ちならぶ大ペプドタウソと化し、人口62万の大きな都分となっています。
しかし、交通機関は貧弱で区の南北を東武伊勢崎線( 営団日比谷線乗入) が通。てい
るほかは、北千住から東に葛飾区境を国鉄常磐線( 営団千代田線乗人) がかすめ、北千
住地区内を隅田川に沿って京成電鉄が横切るという片寄った姿で、駅勢圏外の交通貧困

地区を多くかかえています。
また、こうした状態を本来補完すべきパス路線網も、道路の未整備、混雑。渋滞1乙よ

って効果的I C機能できず。区民の多くは時間どうりに運行されないパスを辛抱強く待つ
か、自転車などにたよるというた状況です。
区の東西を結ぶ交通機関もきわめて貧困で、環状7 号線に1 時間に3 本程度のバスが
運行されている喙かはみるべきものもなく、区内の交流l C大きな陣害となっています。
こうした状態を打破し、利便性の確保をはかるためには。新線の導入を含めたつぎの
施策の実現のために。区と区民が総力を結集していく必要があります。

鉄道網の整備とサービスの向上
○ 区西部地域への鉄道誘致( 地下鉄7 号線分

岐線の計画化・東武大師線の延伸化等)
○地下鉄9 号線( 千代田線) 車庫線の延仲
○ 地下鉄8 号線の早期完成
○ 東武伊勢崎線・地下鉄日比谷線・千代田線

の簡送力増強
〇東武線下り特急電車の北千住停車促進
〇常磐線中、長距離電車の北千住停車促進
○ 区内主要駅の駅前広場の整備
○ 駅の設備改善と障害者対策
○ 北千佳駅の混輒緩和対策と地下道有効利用
○ 鉄道高架の開放と有効利用
○総合的な交通対策のための体制整備

バス路線網の整備と
運行サービスの向上

○ パス略線網整備のための街路事業の促進
○ パス専用レ-ソの設置
○ バスターミナル、パスベ彳等関連する施設
の整備

○ 運行回数、サービスエリアの拡大
○ パス系統、バス停等の案内施設の整備
○ 陣害者等に対する交通機関の確保
○ ミニパス・デマソドパスの導入検討

新 交 通 シス テ ム の 導 入

○ 公共交通機関の連合化によるゾ ーン連 賃
制、共通パスの採用検討
○ 地域の状況に適合する中量輸送機関( モル
・ ル・PRT ・CVS ・デュアルモード
バス等) の導入研究

○ マイカ一規制と相乗り制( バンプ一リング
等) などの研究

道路網と

道 路 関 連 施 設 の 整 備

○ 居住環境地区( 通過交通排除地区) の設定
と道路の段階構成

○ 計画街路の建設促進と環境彫響事前評価の
徹底
○ 主要都・区道( 計画街路以外) の拡幅整備
○ 国・都・区道及び区有通路、私道機能の明

確化と路線の再編
○ 日常生活脯における歩行者空間の確保
○ 細街路、私道、通学路の遊歩道化
○ 歩行者専用道による遷齟路のネットワーク
化
○ 道路景観の整備と共同席化の促進

○ 日照・通風・防火帯等のi - プy スペース
としての遭路の見直しと緩衝地帯の壁備
○ 自転車専用道、自転車パークの整備と自転
車パークの有料化の検討

○ 一定駅勢膓内での自転車利用規制
○ 駐車場の設置、経営

住みよいまちづくりに
あなたもご参加ください

区民アンケートに
ご協力ください

区では、区民の皆さんが毎日の生活の中
でかかえている問題、あるいは要望を適確
にとらえ、皆さんのご意見として、基本構
想に生かしていこうと、昨年9 月に「世論
調査」を実施しました。
この世論調査は5, 000世帯の方々にご協
力をお願いし、その結果のあらましについ
ては、すでにお知らせしたとおりです。
今回は、設問の的をしぽって、区内全世
帯の方々に「区民アンケ一口 のご協力を
お願いします。
調査は、本紙と同時におくばりしてある、{
区民アンケー} はがき」1乙より実施しま
す。はがきの設問橢をお読みの上、回答欄1
て記入していただき、きりとり線から切り
離し、そのままポストに入れてください。
多くの皆さんのご協力を、お願いし ます。

「区民の声をきく会」
を開催します

区では、基本構想の策定I Cあたって。専
門的立場から審議を行なう一方、広く区民
の皆さんから、日ごろ考えた叭 要望され
ていることについて、直接ご意見をぎかせ
ていただき、よりよい基本構想にしていき
たいと考えています。
そこで、次の日程で基本構想についての、
「区民の声をきく会」を開きます。
ご都合のよい日。よい会場へ、皆さんお
さモい合わせのうえ、ご参加ください。

また、その他、基本構想についで、お気
付の点や、ご意見がありましたら、3 月31
日までに区役所企画部基本構想担当へ。ご
連絡ください。
問い合わせ先　区役所企画部基本構想担当

区民の声をきく会日程表
―基本構想策定にあたって―

1. 区民の声をきく会(地域別)

2. 区民の声をきく会( 部門別)

歴史や風土 を 愛し
豊か な教育 が保障され

文化の創造できる まち
足立区での人類の歴史は古く、縄文時代すでにその足跡がしるされていて。毛長川沿
いとくに伊興地区糺は、多くの遺跡があります。足立の名はF 続日本紀」にみられ、大
化の改新に命名されたものと思われます。時代を下るにしたがって、伝説・遺跡や文化
財・祭などが各地に残されています。

こうした歴史や風土によって培かわれてきた伝統芸能・習俗や文化財を、継承発展さ
せる必要があります。一方、学習や創作活動の奨励、文化交流や芸術鑑賞の機会や発表・
活動の場の提供等、文化の香りの高いまちづくりをすすめ ます。 また、明日の時代をに

なっていく子供や青年の教育環境・教育内容の充実をはかります。さらに自由時間の増
大に対応する体育、レクリエーション施設の整備などに力を入れていく必要があります。

そのためには、つぎの施策を強力にすすめます。

就学前教育の保障

○ 幼稚園の建設と適正配置の推進
○ 公・私立幼稚園の格差是正
○ 就園奨励援助の充実
○ 幼稚園・保育園のー元化の検討
○ 家庭教育の奨励と指導・相談の充実
○ 就学蘚教育と保育年限の検討

義務教育環境の整備と
教育内容の充実

○ 小中学校の適正配置と学区域冉鯔瞻の促進
○ 小中掌校施設・環境の整備

○ 教科・教材等教育設備等の充実
○ 教科外活動の推進
○ 就学援助の充実
○ 保健・給食の充実

○ 校外教育の充実
○ 教師の処遇改善と研修・学習機会の充実
○ 学校施設の多目的利用の促進
○ 地城と学校の結びつきについての検討
○ 都・区教育委員会権限の明確化

障害児・病虚弱児などの

特殊教育の充実
○ 心身障害幼児の教育推進と早期発見のため
の検査・指導の充実
○ 特殊学級の増設・整備と適正配置
○ 障害児全員入学のための学校施設の改善
○ 専門教育機関・施設の誘致
○ 教育内容の充実と治療・訓練体制の整備
○ 義務教育終了者の教育機会の確保
○ 障害児の就業機会の拡大のための職業訓練
の促進

○ 病虚弱児対策と養護学園の整備

高等学校の確保と
高等教育機関の誘致

○ 都立高等学校の誘致と適正配置の促進
○ 大学・短大等の誘致
〇足立区の特性を考慮した新しい高等教育機
関の誘致
○ 進学援助の充実

文化財・伝統芸能の
継承発展

○ 文化財保護思想の普及
○ 文化財の調査と区文化財の指定
○ 文化財の保護、保全への援助
○ 伝統芸能の継承発展
○ 郷土資料館( 博物館) 建設

文化施設の整備と
文化活動の振興・奨励

○ 文化施設( 図書館・公会堂・音楽堂・美術
館等) の整備
○ 市民文化活動の育成とリーダーの養成
○ 文化祭・区展・各種講座の鬩催
○ 文化振興のための情報・資料の提供

余暇の増大に対応した
社会教育・体育の振興

○ 社会教育・体育施設の整備
○ 余暇の増大に対応した学校施設の開放と整
備
○ 企業内施設の開放促進
○ 社会教育・体育活動の推進
○ 学習機会と情報の提供
○ 余暇行政計面の確立と余暇情報の提供

○ 身近なレジャ一施設の確保
〇保養施設の整備充実

郷土芸能・しし舞

S・S　217, 000
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